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氏
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品
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湯
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市
山
総
品
川
究
ザ
土
台
・
楽
時
‘
中
峠
土
地
方

区
制
附
酎
部
糊
叫
務
暢
端
的
保
凶
植
地

(
3
函
地
)
嵐
山
崎
山
湖
地
鳳
ル
罵
決
約
と
潟
時
ま
た
は

一
的
糾
明
選
補
地
分
や
お
い
ま
す
α

出
叩
話
以
内
に
代
金
的
余
蛸
聞
を
払
い
込
み

V
A宵
緩
係
留
袖
砲
の
蹴
刷
機
で
き
る
方
。
な
お
、
然
知
糊
地
筏
買
契
約

一
@
荻
窪
総
①
夫
主
合
点
総
紋
機
動
遂
と
同
時
に
町
間
約
阿
部
滋
ム
艇
と
し
て
代
A
鮮の

…
察
議
唯
一
指
区
内
保
留
地
主
総
殺
す
る
鳩
山
%
以
上
宇
品
納
付
し
て
い
た
だ
受
容
の

一
際
外
2
織
の

1
栢
畑
地
③
祭
埼
土
柏
崎
隊
一
闘

V
申
込
条
件
一
人
1
閥
均
体
的
符
ま

一
襲
撃
加
重
守
重
③
中
時
土
た
は
淡
人
的
中
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み
も
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き
ま
す
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一
地
阪
図
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融
緩
戦
時
織
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街
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内
1
甑
地

V
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総
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滋

mnmm日
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土
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午
曲
問
時
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叉
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1
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際
世
骨
附
閣
時
議
開
民
会
総
務
自
喰

3
A制制緩謹一
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地
域
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仲
直
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機
域
で
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1
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世
阿
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地

V
副
胆
安
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削
陣
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域
内
M
iン
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災
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中
時
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第
I
綴
総
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認
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る
方
は
、
区
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幽
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務
総
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れ
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域
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。
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。
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叩
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仏
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岨
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襲
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選
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縦
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介
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滋
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蜜
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熊
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猿
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縁
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齢
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滋
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付
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磁
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叩
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叫
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時
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1
時
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滋
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縫
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収
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て
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磁
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械
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剛
問
問
削
が
経
き
て

き
ま
す
。
部
制
緩
や
織
改
築
工
事
支
打
、
芦

時
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
臨
時
A

討
に
良
品
河
内

務
仏
閣
に
つ
い
て
も
、
次
の
こ
と
を
チ
ェ

y
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

。
議
品
明
者
総
祭
ず
る
時
に
必
醐
荷
役
争
終

き
が
い
し
て
い
ま
す
か
呈

。
問
問
途
地
域
・
惑
ベ

f
帯
・
背
骨
税
率
・

官
閉
さ
の
鱗
際
金
ど
に
渡
合
し
て
い
ま
す
か

違
反
建

11: 

臨

韓
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

縫
絡
を
総
務
す
る
時
は
、
専
門
約
な

こ
と
に
つ
い
て
磁
築
士
と
何
相
談
し
、
議

反
の
な
い
よ
う
お
笈
い
が
注
意
し
ま
し

ト
A
炉
、
当

ra
な
お
、
市
で
は
ニ
の
綴
酬
山
中
、
市
川
市
内

余
地
を
対
象
に
銭
築
パ
ト
口
ejt
ル
を
実

施
し
ま
す
。
普
建
築
指
導
機
H

諸
問
輔
臨
む
臨
力
者

市
め
い
た
る
と
こ
ろ
は
為
る
務
帥
同
時
間

は
、
変
に
は
本
か
げ
を
つ
く
り
、
制
仏
た

ち
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
〈
れ
ま
す
。

し
か
し
、
軟
に
な
る
と
総
路
時
間
は
繁

多
品
格
と
し
、
柑
抽
灘
は
ず
ミ
に
溌
じ
り
儲

溌
や
銀
本
幡
随
を
務
ま
ら
せ
奄
副
都
わ
ぬ
後

で
淡
水
議
官
官
が
総
こ
っ
と
り
す
る
ゆ
刊
と

が
島
ワ
ま
す
。

官
抑
難
の
学
防
即
は
台
風
的
手
出
開
。
本
惑

の
謀
総
に
も
わ
活
る
稼
業
的
治
婦
に
句
}
協

力
く
だ
さ
い
a

白
川
進
路
線
uu

ム
ザ
留
か
ら
殺
し
い
仲
間
は
‘

M
間関

シ
リ
ー
ズ
で
市
体
官
同
協
会
的
各
組
問
掃

を
綴
舟
し
ま
す
ω

務
l
m凶
開
固
め
今
回
酬

は
ヌ
キ
!
退
問
得
金
町
宮
内
渡
辺
忍
さ

ん
に
総
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
絞
殺
界
、
タ

ン
ネ
丹
羽
い
諜
が
流
れ
去
っ
て
申
〈
固

そ
の
時
、
尉
払
の
磁
の
中
は
柄
後
か
相
就

っ
ぽ
に
な
る
6

建設

霊童

ち
ら
ほ
ら
僚
に
打
叫
が
つ
く
瞬
、
出
掛
憾

に
…
底
的
待
を
放
し
、
喰
え
た
u
c
l
ん

に
煮
え
た
ぎ
る
鏑
を
嗣
間
み
な
が
ら
諮
り

令
主J

」
れ
が
ス
キ
ー
だ
e

町
内
ん
と
由
惜
し

い
ス
ポ
I
Y
だ
ろ
う
か
。

時
期
間
叫
ス
キ
1
数
案
内
コ

i
チ
隠
と
審

務
省
有
識
が
緩
い
、
約
締
同
時
半
に
我
孫

予
期
附
ス
キ
1
議
総
は
援
金
。
驚
年
、
州
市

肉
体
管
協
会
や
幾
何
ス
考
i
議
滋

ι放

問
時
。
そ
し
て
(
財
〉
念
日
日
本
ス
キ
1
漆
開
地

〈S
A
J
)
の
正
式
な
登
録
泌
体
と
し
て

活
動
を
続
け
、
今
部
で
ち
ょ
う
ど
間
部

闘
に
な
る
。

泣
年
、
ス
キ
!
プ

i
ム
は
そ
の
磯
占

を
知
ら
ず
、
世
間
進
滋
路
を
は
じ
め
と
す

る
交
通
織
の
酎
関
係
者
yh
は、

γ
lム
に

一
日
噌
始
車
を
か
け
、
市
内
的
ス
キ
!
人

口
私
語
P
いむ

一
品
税
約
に
ス
キ
ー
を
す
る
人
的
阻
曜
は

〆
レ
刊
誌
ヤ

l
鍛
向
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
磁
絞
ま

で
と
多
様
化
し
と
い
る
α

そ
の
た
め
、

総
織
に
な
じ
ま
な
い
綴
向
も
あ
る
。
し

か
し
、
ス
キ
ー
を
始
め
た
人
な
ら
維
れ

で
も
、
営
出
を
自
・
闘
に
滑
れ
る
ほ

y上

手
に
な
り
た
い
と
綴
い
、
ま
た
、
集
緩

ス
ポ

i
ツ
と
し
て
ス
キ
i
が
で
き
る
環

境
が
ほ
し
い
と
絞
っ
て
い
る
は
ず
だ
ω

我
孫
子
治
ス
キ
i
噛
地
震
は
、
そ
ん
を
人

の
た
め
の
仲
間
関
づ
く
り
を
第
一
的
自
機

n
u
が
滋
ち
て
も
、
受
が
明
る
い
湾
総

の
こ
ろ
は
‘
患
っ
た
よ
り
も
綴
り
は
聴

く
な
っ
て
い
る
も
の
。
ニ
的
頃
は
、
品
ん

っ
て
い
る
も
の
や
紋
射
し
て
い
る
も
の

な
ど
の
ほ
か
は
見
づ
ら
く
、
鶴
見
務
伝
子

危
険
依
が
淘
く
な
り
、
遜
返
腕
担
ら
銭
く

な
っ
て
き
ま
す
.

ま
た
、
品
一
四
倒
的
議
労
が
重
一
な
り
、
持
枕

滋
カ
も
制
判
料
開
カ
も
低
下
し
て
い
ま
す
匂

教
の
夕
暮
れ
時
は
、
あ
っ
と
い
う
開
同

議
w

に
経
く
な
ワ
ま
す
。
由
自
分

路
子
的
事
的
存
衣
を
相
相
手
北
知

よ

ら

せ

る

た

め

に

も

、

ま

し
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
、
ス
ピ

串
品

i
ド
を
務
と
し
て
博
識
に

や
a
v
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

つにめ皐4
a冊i
 

kE 

に
選
考
蟻
附
応
大
会
ス
キ
!
滋
枝
、
集
場

進
ク
ラ
ブ
対
抗
、
東
務
ス
考
i
士
会
な
日

ど
の
銃
殺
ス
キ
ー
へ
の
山
山
鴻
、
ま
た
、
明

パ
ソ
ジ
ア
ス
ト
な
ど
の
ス
キ
1
技
桜
向
向

上
の
た
め
の
行
棋
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
叩

ス
キ
!
町
議
縫
づ
く
り
‘
叫
ん
キ
!
に
隠
す
由

る
傍
裁
の
後
供
な
ど
、
秘
仏
い
除
織
を
日

行

っ

て

い

る

。

世

続
投
、
渡
州
地
に
は
S
A
J
会
総
捻
導
町

民
7
お
が
お
り
、
パ

y
ジ
テ
ス
ト
ー
級
備

会
絡
審
問
名
を
お
す
な
ど
、
投
榔
怖
の
レ

ベ
ル
も
…
段
と
ア
y
プ
。
和
相
議
体
制
刷
も

年
々
充
世
間
し
て
き
で
い
る
e

同
月
田
闘
に
は
設
立
凶
間
同
年

を
記
念
し
て
、
市
総
会
鯵
T
A

ホ

ー
ん
で
品
市
初
め
て
の
ご
人
キ

i
暁
脳
闘
の
タ
ベ
」
を
閣
制
時
皆

診
ん
引
い
来
予
知
丸
ス
ス
キ
i
映

副
酬
の
タ
ベ
い
の
曲
川
骨
骨
に
つ
い
て

は
6
一
閣
に
帽
掲
載
。
)

V
酬
問
い
合
わ
せ
絵
2
1
3
1

鵠
渡
辺
術
品
問
〈
槌
)
1
7
3
0

次
開
聞
は
サ
ッ
カ
ー
協
金
を
同
時

介
し
ま
す
"

市今 ;

議年!s 
義ベ i
変革量 j 
で 5ε1

で:
の，

燐

骨

68 

し
ん
が
う
ム
ゲ
よ
行
け
ば
花
野
め
嵐
や
さ
し
樹
津
イ
チ
予

十
月
や
防
止
袋
内
引
な
ぜ
の
な
ヒ
み
決
〈
奨
学
絵
子

ト
ウ
キ
ビ
の
繋
づ
れ
静
部
隊
内
宥
緑
色
公
手
本
組
問

砕
出
町
制
止
あ
し
f

泳
害
救
め
務
副
院
問
問
八
・
1
e
?
?

野
時
間
草
的
自
綴
り
去
ら
ぬ
中
部
と
ん
ぼ
的
削
聞
は
る

気
球
い
し
総
叙
議
み
じ
小
濯
機
し
て
野
口
こ
う

た
そ
が
れ
て
蹴
援
の
内
同
期
ぷ
ご
と
し
禅
混
成
千
代
子

2
無
人
駁
ニ
ニ
揺
や
か
に
致
問
附
り
出
崎
簿
一

U
久
々
的
自
談
し
日
傘
川
町
一
一
つ
ま
つ
糸
食
久
子

1
1

津
山
ら
み
つ
け
て
磁
り
し
ま
叩
る
萩
係
銭
高
子

円
台
校
総
心
感
絵
的
知
し
総
額
蛾
三
谷
和
央

染
総
務
熱
る
信
玄
ブ

i
ム
申
畿
の
旅
聞
附
期
総
治

窺

聖主

木

路

散

る

遠

藤

八

重

子

滋
慨
。
?
を
d
Jめ
深
く
変
引
を
り
織
の
品
酬
に
ま
ず
本
的

l
i
J

築

髪

を

ば

山

山

口

縫

子

斗
夕
立
ち
に
ぬ
れ
尽
な
る
企
部
的
剣
士
急
設
叫
開
国
内
加
盟
ひ

い

来

る

隠

れ

M

静
江

そ
れ
ぞ
れ
に
小
さ
な
リ
ュ
ッ
ク
貸
繰
り
た
る
三
人
的

滋

走

。

努

り

来

る

小

山

山

礼

子

み
ど
り
機
器
お
議
紛
の
殺
に
つ
ど
か
よ
る
ニ
の
製
人

に

品

事

務

ら

ん

地

問

自

殺

文筆だよーJIま影きんがつくるコー

ナーです母締切81主主正耳15自(必義人

1人lil三でハカFキiこ限時ます@

応募先手売主義子1858市役綬広報広務総

都

民

に

ま

み

れ

や

り

港

線

殺
を
ど
り
轡
ふ
苧
尽
を
開
ん
し
つ
つ
案
内
慣
れ
隠
に

機

対

的

山

山

づ

総

務

市

民

江

か
ら
だ
粧
〈
品
開
け
る
u
u
あ
り
撲
部
臨
み
し
縁
日
と
時
的

表

的

え

の

し

き

諸

党

務

時

限

安
削
除
の
山
間
来
ぬ
磁
波
に
駆
け
巡
る
亡
き
人
々
の
怒
U
V

山

山

内

糸

崎

浦

み

つ

予

察
本
惑
っ
吉
つ
ぎ
立
ち
て
総
り
ゆ
く
殴
十
年
践
の
友

の

つ

ど

い

は

奥

野

}

一

二

…

審議君事管響事輔君主事轟轟罷轟揮を)
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は
考
古
学
者
向
甘
粕
健
編
集
議
終
〈
料
相

潟
大
教
授
)
が
短
当
で
す
。
世
単
一
酔
ム
梢
欄
き

ん
の
綴
酔
ん
と
い
う
べ
き
知
年
市
倒
的
我
孫

子
告
義
務
繍
殺
の
や
心
メ
ン
バ

i
が
語

り
ま
す
。

中
日
代
は
、
正
念
綴
文
惜
慨
を
は
じ
め
と

す
る
お
代
史
文
滋
と
地
元
町
溝
議
常
務

蕊
の
時
偶
然
を
議
ね
品
わ
せ
て
、
古
代
下

総
帥
闘
叩
間
約
制
都
内
総
州
民
地
問
を
追
い
ま
す
。

郡
出
け
の
鱒
の
枠
内
出
品
、
制
州
出
げ
の
ザ
腕
骨
惚
地
、
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-
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詳
む
グ
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附

M
m
a
 

者
蟻

後
跨
・

倒
印
刷

我
孫
子
駅
宙
開
口
か
ら
総
務
滋
ザ
か
善

策
務
に
下
る
と
手
賀
録
公
縄
公
綴
的

判
問
削
閥
、
多
賀
沼
の
ほ
と
り
に
広
が
る
よ

‘
ヲ
に
駒
山
湖
畔
吋
町
向
山
門
会
が
あ
る
。

会
民
数
は
1
7
8後
伶
〈

8
成
)
。
ほ

と
ん
ど
の
会
岡
県
が
戦
後
こ
的
地
に
緩
往

し
た
入
。
前
町
内
会
は
、
回
附
判
別
部
4
同月、

際
的
出
滋

ηを
中
央
に
広
が
っ
て
い
た
綴

畔
即
町
内
会
が
分
か
れ
て
発
足
し
た
。

岡
町
内
会
に
つ
い
て
、
会
い
↑
雲
官
同
警
瓦

さ
ん
に
諮
を
問
問
っ
た
a

大
正
時
代
、
発
略
家
に
作
欲
的
中
散

防
が
王
街
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
翁
絞
り
金
ま
い
し
て
い
た
二

階
は
脅
威
で
綴
滋
し
、
守
は
な
い
e

町
内
会
同
時
m
M
は
、
苧
抑
H
制
的
拘
禁
し
い

綾
町
艇
に
魅
せ
ら
れ
内
閲
憾
滅
的
必
村
民
盗
殺
、

品
向
者
小
嶋
崎
突
詩
、
柳
{
最
後
、
抑
制
弁
務
作

が
紋
燃
や
総
務
を
様
、
え
文
筆
活
動
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
ち
文
化
法
産
も
多
い
e

町
内
会
的
東
側
側
に
は
内
問
機
微
&
一
一
濯
、
口
目

的
能
に
は
手
相
抗
議
が
あ
る
。

間
帆
や
金
融
機
関
、
中
市
ア
、
公
田
川
崎
蹴
な
ど

の
公
泌
総
殺
が
近
い
な
ど
の
立
総
条
件

や
開
端
機
的
食
事
か
h

旬
、
開
唱
和
mw
年
山
明
か

ら
際
会
内
に
も
?
ン
シ
簿
ン
な
ど
が
建

設
さ
れ
住
翁
が
域
え
た
も
の
の
.
ま
だ

仰
間
本
は
多
く
野
鳥
時
が
た
〈
寺
ん
飲
息
し

て
い
る
令

吋
励
崎
凶
同
然
し
く
は
な
い
の
で
す
が
、

と
め
問
問
ち
ょ
っ
と
数
え
て

み
た
だ
け
で
も
キ
ジ
、
コ

古
代
的
駅
滋
、
輔
の
ひ
と
つ
殺
容
騨
の

関
戸
線
な
ど
密
輸
討
し
な
が
ら
、
緩
や
品
腕

滋
、
後
絞
め
幾
絡
も
か
ら
め
て
、
制
付
掛
川

の
4

品な
Y
い
内
政
閣
の
動
制
叫
に
も
触
れ
て

い
き
ま
す
。
古
代
的
機
品
川
川
M
.

商
品
洋
史

を
学
問
的
ス
ケ
ー
ル
に
も
つ
綴
鳩
山
品
位

綴
綴
餐
民
(
京
大
名
誉
教
授
，
純
然
女

子
大
教
閥
抗
)
で
す
。

中
散
時
緩
め
は
と
め
は
、
鎌
倉
時
代

か
ら
夜
北
絞
り
内
乱
ま
明
、
中
間
代
戒
に

の;
 

市
内
兇
謹
言
寵
理
科
倖
畠
麗

9
R国
E
か
ら
お
E
め
3
m
m
潟
市
銅
賞
ク
ラ
ブ
共
同
作
品
で
一
特
約
誕
が

災
会
路
大
会
議
案
で
市
内
憎
ん
議
・
集
後
滋
ば
れ
ま
し
た
。

務
純
作
約
削
陥
臓
が
行
わ
れ
ま
し
P
3
こ
の
金
銭
的
使
策
翁
は
次
の
遜
り
で
す
。

J
R
事
依
蝋
拘
構
内
で
事
故
が
発
生
と

管

耐

震

、

市

内

め

小

中

重

量

科

義

喜

主

総

(

州

法

之

、

小

林

利

率

的

帽

を

没

け

た

護

土

が

7
ェン

の
自
白
研
究
者
発
議
す
る
織
と
し
て
年

γ
T
(

並・小
2
て
小
林
務
終
〈
問
問
小
3
}
、

ス

を

切

断

し

総

出

円

に

議

入

、

負

傷

者

一
回
間
開
催
し
て
い
る
も
の
。
首
相
齢
制
ち
ひ
ろ
(
四
小
4
叫

ん

糸

拙

隣

地

問

加

?

?

を

き

び

き

び

し

た

動

作

で

数

出

し

ま

舟
一
渇
の
作
品
展
に
は
、
各
小
中
学
校
勺
一
小
5
)
、
迄
日
比
骨
子
(
時
制
小
6
1
お

し

h
f
z

救
出
山
き
れ
た
魚
憾
品
唱
に
府
開
制
仰

で
滋
ば
れ
た
灘
休
み
自
由
研
究
な
ど
の
弁
附
期
総
〈
街
中
之
、
笠
間
亮
(
久
中
1
可

や

滋

綾

織

が

応

急

手

当

常

離

し

、

発

作
品
6
5
7
N品
企
殿
様
e

論
文
、
標
本
‘
井
上
官
曲
目
杭
〈
内
問
中
2
可

作

陳

栄

子

(

布

機

密

ψ
ふ
急
車
で
掬
抽
出
へ
滋
湾
こ

ヱ
夫
作
品
の
3
部
門
で
金
柑
員
、
銀
賞
‘
中
3
)
、
V
端
正
本
大
掛
防
総
艶
(
灘
小
2
)
、
一
寸
救
急
的
口
同
い
の
幾
詩
的
9
月
刊
白
、
の
閥
間
約
総
分
。
や
燃
よ
い
救
出
刷
、
救
護

4p

田
丸
太
郎
(
湾
関
小
立
、
防
総
紫
企
部
一
布
佐
釈
南
口
で
融
制
緩
務
総
数
匁
救
線
制
に
晃
挙
者
か
ら
は
「
j
V
3熱

3
と
丹
声

:
緩
{
一
小
三
、
渡
辺
祐
子
(
ん
材
中
1
1
川
一
一
瞬
が
行
わ
れ
ま
し
た
@
多
数
的
負
総
数
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
m

一
蹴
附

V
A
然
保
〈
ぬ
判
断
2
)
、
F
熊
穣
(
我
中
2
〉
、
一
が
然
生

L
た
場
合
の
迅
速
な
救
出
品
料
綾
な
お
、
棚
訓
練
終
7
後
は
然
科
医
縦
訓
相

川
崎
料
開
鈴
木
総
…
〈
代
中
3
}
甲
ヱ
夫
作
品
甘
回
一
体
制
制
的
機
双
を
滋
…
摘
す
消
紡
署
、
我
何
時
総
併
を
閣
時
紙
、
車
協
同
叫
が
見
学
者
的
綾
淡

墨
田
湖
{
布
小
1
〉

必

要

主

主

、

一

子

窓

際

会

で

は

業

員

霊

童

相

談

議

と

て

い

ま

し

k
o

J

万
一
宮
崎
徹
(
附
同
小
3
可
鈴
木
食
品
特
(
新
小
一
教
急
救
議
叩
訓
練
を
災
絡
し
て
い
ま
す
a

機
必

4
}
、
上
盟
愛
子
(
殴
小
S
}、
…
給
付
判
然
一

明
側
議
小
主
、
銃
章
一
郎
{
雪

i
二

葉

盟

事

叡

殺

意

薮

護

訓

鰻

拙
閣
制
勝
鵬
斡
{
久
中
3
)目
算
用
量
宇
は
学
年
a

謝
礼
顎
叶
対
判
吋
一

融
制
し
砂
押
簡
と
鵜
し
く
事
輔
醐

岱

爵

昌

J
母
語

名
が
出
減
。
時
議
、
崎
刈
町
会
っ

た
悼
熊
や
老
人
ク
ラ
プ
明
、
総
抑
制

全
盛
ね
て
い
る
お
墾
宿
り
が
、

臨
内
線
、
緋
坪
陥
刷
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

を
絞
務
し
ま
し
炉
、
出
演
者
は
、

晴
れ
の
鵬
持
品
耐
と
あ
っ
て
告
し
緊

張
気
味
で
し
た
が
、
総
務
か
ら

は
熱
演
に
大
き
な
総
参
が
滋
ら

札
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
経
内
隠
碁
・
将
棋

大
会
で
は
、
総
勢
に
品
名
、
将

棋
に
幻
名
が
参
加
崩
し
、
後
削
刷
リ
ー
グ
戦

で
熱
戦
を
抽
出
師
闘
し
ま
し
た

E

こ
的
ほ
か
‘
酬
明
覧
会
も
代
わ
れ
、
議

議
、
予
備
問
、
体
制
鋭
、
等
爽
な
ど
の
素
人

睡
眠
れ
し
た
作
品
制
点
が
、
つ
つ
ヒ
荘
内

2
酷
帽
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

間
唱
和
田
年
度
後
棚
酬
の
公
然
輪
開
講
座
時
中

を
募
集
し
ま
す
。

人
と
人
と
の
岳
会
い
と
学
制
闘
争
瀦

し
て
、
総
し
い
向
国
分
を
見
つ
け
て
み

F

せ
ん
か
内

議
議
事

面
倒
法級

品
川
輝

人
線

縁
体

製本裟苧

覧
の
つ
え
‘
お
気
刺
聴
い
い
応
W

怖
く
ど
き
い
。

。
対
象
金
市
内
在
伎
の
お
A
W
r
o
か同月

間
閉
山
慨
絞
し
て
受
講
で
き
る
ふ
刀
(
お
子
機

晴
雄
れ
は
ど
滋
厳
く
だ
さ
い
)
品
W
H
M
隣
受

講
し
た
綴
燃
は
泌
が
受
講
で
き
ま
せ
ん
ロ

。
織
閉
山
田
年
竹
川
純
月
i
u
m
年
3
月

。
受
隣
場
所
中
央
公
開
代
総

。
殺
鱗
軒

2
0
0
0
内

。申L
議
事
往
復
ハ
汀
さ

住
紙
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

譲
渡
お
を
明
付
加
し
、
日
向
け
5
5
n
(
本・

端
情
印
有
効
)
ま
で
に
務
総
ザ
ナ
料
相
関
泊

中
世
公
民
館
、
(
燃
募
数
多
数
的

響

詩

雪

作

い

均

月

話

回

す

で
に
滋
知
し
ま

T
}

。
ご
門
時
慾
絞
殺
、
公
民
館
講
座
受

ま韓

内

軍事

定
員

豊喜

器

毎
年
後
鈴
と
な
っ
た
お
年
綴
り
の
交

伐
の
祭
畿
「
第
日
思
議
齢
議
文
化
的
概
い

が、

9
n
u目
、
問
自
の

Z
R隣
に
わ

た
り
、
つ
つ
じ
総
で
問
問
後
き
れ
ま
し
た
。

ロ
日
に
行
わ
れ
た
淡
滋
会
に
は
、

2

9
4名
の
方
が
緩
ま
り
‘
抑
制
鰍
1
4
9

毎
週
本
欄
略
語

午
後
1
t時
1
3時時

生
き
る
帽
棋
を
育
て
る

時

作

曲

開

法

♂iiO名

(5)1糊 10.1 

文

記

寮わ
う

絡
調
瑚
究
開
培
罫

午
線
油
帥
吋
3
r品
午

。
問
問
い
合
わ
せ
中
炎
公
眼
科
総

叫

M(

…MV0
5
1
5

69 
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〈安芸高芸家主主〕 男59.158.入 部 8.380人

@市役費時司~f.f 85-1111 
@つくし軍事受所 84 際的

. 濁北台交筋 88 鍔28

.湖北変厳罰8-2111
@布佐l<i'野総-2358

|働署員湾委員会総-1151
.狭 量室 長電 84-0111
@ 泌総署 84…0119
e少年1:<ンター 84--1!総
.ftj~控覇軍さん室 85--災以
@保健センター 87-1131
@市民会館 84-33竹
@中央公銭書室 82-0515
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*lli孝善銀総.774詰!f普〈叶.130t誌を答〉
曜静ftj渓密書書館定自~t合会館 87-3祭主5
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@衛佐爾滋綴センター 00-3740
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@淑~t;台f告善悪センター 88-9927

霊翼線子市でi革、語号総告4杢1"4月採悶さ持E窓衡を'lRのとおり幾重義します。

霊堂段、罪事審蓄の霊童織の従軍基等!こ関する記長織の霊童旨!こ鐙づ若君、下記{とよ

る際養護、銀銭予定入車道、翌受験重要俗、きま皇室内襲警に加えて'lRo皇軍1午後京事主主す

喜善律罪事事磐線のおも合わせて華客室長しさ表す。

G)e!ヌJ!，とよ勺王室皇自ガでさき、かつft喜藍蓄なし!こ軍事務滋行えf電車主主主努

@活字印刷::1<:1とよると担皇室!とお総て了怒る者

③身体障害監望書学専農のきさiせを受けている脅

か事事態議盤、量茸護費F奇書苦等

験型車f昔翼署長華 己犠Be二例警察臼を主主

〈、飽和的年10月1fヨ〈こt)主主ら切

開13BC本〉までの午富s9草寺から午

後4!時〈ゑ襲撃Eヨ!立正午〉室長で!こ市 るもの滋銀総託雪耳喜善主主主主!遣要望者器産E

総務部入幕露襲撃ヘ鋳係害額唱を終絡し 得莞溺l'号機を測すしてくださ50¥'

疋著書fと絞りき聾!7(すけを置す。 準装注銭 安霊験期i込書量と愛媛毅i立o
傍受畿手続殺覧車申込用紙i立、入 りはなさないこと。

事葬祭で受憎しE安売r0 滞緩還は、領 身体簿審議i語、繁華賓取込E害iこ撚

lZI問紙守部〈受験絞め雲監分をさむ体長輩毒害警手事塁宅H専務すること。

!と獄事悪夢著書を8分でさ記入し、 2巨人 1>鋭敏綴8 101'当初8C臼〉

のき挙終2絞〈ライカ判、上半身無 砂銭綴重量臨書 我孫子ゆき学筏

事事<::菱重まま6tt局以内!こ機器詳しだも が飼い合わせ 市総務懇話人事選望

:1.ぷげる夢いっぱいの滋訟です。

砂悶鰐 101'苦1980瓦〉午後1鴎か

り、

後分館、中央公飯豊富

義車線い会わさ

険8&事叩日23B(8)午後2時

書炉型車民軒 術祭会態系-)[，

1>入線終 500沼〈全邸機筋〉

1>議襲撃 韓毒患霊豪華、 清水号車一

，b罪悪しミ合わせ i畠篠宮(84)8267

1布置文{名護能義|
1>8跨 101'寺号6EヨCEヨ〉午前10告書

除機語持 者1主主f治体務総

検問機 10月21BC議〉午後69毒3自

分〈陶器事午後6事事。人護議終斜。荷

役毎号、災主号、行互主主主総所、i事事事豊富、

湾民会室君、護軍蓄量産室、保健センター

iごある詩gf.著書場立総選港総合なお銭

おのうえあE喝しください〉

砂場所 ffil'認重量産農大方ミ ル

修大会 10830切〈日〉午前竹障害

b申し込み f草究のおI菊/主当理欝

幸まままJ ""1ぞno首t3t活仁会費1000
F守(号著書嚢告代会司j、切手苦言〉を添

え、 10悶8BC業切手警捜書〉さまでな白

llJ3イイ思染毛主望書ft(84)2225へ
@緩車置の話器

I>::*;重量 111'苦5己(土)午後守草寺

ゐ串し込み 新作T喜重E童書際紛〉後

八万キコたの紙ヱ誇記入し会重警官主犯fI]

〈富貴重量代惚〉を翌謡えて10湾守8B(!ltI 

議議)<までに皇室本6-8守山本質木曽

(82)8408へ
争総務 爾i'll~号市民会豪語大会議室

i静教的スヲツチ会議題護|
砂月包 10fヨ11Eヨ〈火)~欝予定rþ1t

ー砂場所 泣く総量護ffiCあすはう(7)g窓J

b集会 CT5聖公然餓午前89寺45，ラ
豪勢参1J!J賢 10∞附 〈長菱重量主主Eきで〉
か申し込み 1085飽き壁でにき世12

…15渡辺1具~2!l1J世絞…3323へ〈鎗

話時J)主主お受遂!"I¥:;ミ後期JF日

10降、 111'ヨ巴 語雪初64ま手ミ31'司、 4 

F寺の入襲撃綴銭安要事集中で90
詳しくi誌を議衛隊柏署害集案内長持

宮 (63)部84へ

験旅行日付湾20Eヨ(8)~21B矧

炉綬F皆 3万7筏湯河

惨事事襲撃人霊童 1邸主主〔先審議踏襲〉

診療し込み‘問い合わ管 3主主草子
緊密紛の(l'l43天:E台駅器〈誌を〉総36

i三I}レ/…入草寺センターi
I緩翁{メイどま君主義霊祭参加害富 1

b白書寺 101'ヨ20初、 27日、竹閥均

Eヨミ 24B、12888、15日午後?

善寺3(l分から3時30分〈きt6iQl)

砂器購E軒 我孫子鋒学後総量宣言言

惨殺E側 3鴎fI](然違露20ぞろ〉

砂絡しlZIみ・要望い合わせ j主復ハ

ガキiこ総長野、 氏8、年齢、警護総務

§を草詩書記し、 10肉15日までiこ仁幹線

2o07C初我孫子市シjレlト人初役

いも織りで殺の1日後楽しんで

みませんかu 希望王室はさ予約の後、

お践しく絞殺しミ包

1>廃軍事綴撃事 知内1臼〈ニヒ〉から30

8Cお)3Cの1こ.Eヨ健、祝日

惨事富所 〈期YI主主義:H軽量吾ゆみの総

公れいも霊蓮華草〈水主主義選総箆仮設駐

軍寝苦語拠〉

b終重量 5事挺氾怨IJ

1>予約ー罪署い合わせ滞w世(82)

41}若草〈午後6時から89寺〉

1>8線 竹間10BC本〉、竹任当〈霊最〉

砂場所 潟立a4:霊草2義重大会主義護軍

砂受喜毒事耳 鈴子号〈先着f∞13)

砂宝聖徳 101'守148ttら2日日湾総本

総予立ち議で〈邸主議機毒事l立湾総本幸話、

さき著書所に局窓しとおりきます〉

扮控請い合わせ 多量奇襲撃怒(84)0119

⑮@@⑧⑧ 
惨i3iっしん事事長室社様(藤裁務。ミチ〉か

らあらざ韓議!ことおひなさ設な幸喜子

綬の寄惣がおりさましだ。

事日本のI(¥'¥後議買う会主義からな会縦

割t要襲撃事基金iごとヰ1588向の讐{甘が

おりを表しだ。

宅9李主E薬害慰霊笥4普から全士会話量詮重喜

善毒薬尊重誌にt士1万5似日間の塁審f立があ

りましたさ。

@柴崎話番人会議から社主主総被軍基鎚

纂金lこと1015f弓の臣室{甘かありをまし

司法喜二tめまきガ寿喜絡で工期・襲撃 主主。

守忍o鎗主義・ 3軽重建、会社等の設立主主 唱''1養護子ffit才絞め重量僚がら尊重f止め

とさぬき巷談iこEむし;390 絞めにと家族紛事菱重量勺のバザ一段

I>S事者 10月7日くぎ詮〉午滋100幸tt 喜毒殺1ヱ55525fI]O害警fjj;tla;;りまし

ら午後3時 主主。

ー砂場所 子官役長男子ol'毛織さ提言霊
炉問い合わ校広報ffi.隠器製J.t;ij事係
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